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を工作や LAN構築によって行ったことが挙げられる。学内の LAN（Local Area
Network）環境はセキュリティ面から基礎実験的な利用には問題があり，教室
内で実験的な LANを構築した。このとき用いた機器は，産学連携プログラム
６２ 松山大学論集 第２２巻 第２号
の一環としてネットワーク機器メーカーから提供されたものである。メーカー
からはネットワーク関連の初心者用テキストやネットワークカード（NIC :























































































































































































































































































































１０年秋 １１年春 １１年秋 １２年春 １２年秋 １３年春 １３年秋
受講者数 ３３ ３８ ２９ １５ ２３ ２９ １９
受験者数 １８ １６ １８ － １７ － １９


















































受験者 ２９．７ ２９．０ 受験者 ２４．５ ２４．２
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７８ 松山大学論集 第２２巻 第２号
【全 国】 社 会 人 学 生 （うち大学生） 全 体
初級シスアド
応募者 １７９，７０５ ６５，５９７ ３９，９３６ ２４５，３０２
受験者 １２１，５２６ ５０，１５４ ２８，９６４ １７１，６８０
合格者 ４７，２３４ １５，８３２ １０，４１７ ６３，０６６
合格率 ３８．９％ ３１．６％ ３６．０％ ３６．７％
基本情報技術者
応募者 １７０，０７４ １０５，５１２ ４８，３９２ ２７５，５８６
受験者 １０５，０４０ ８１，２７８ ３３，６５８ １８６，３１８
合格者 １６，１６０ １０，９２９ ５，４１２ ２７，０８９
合格率 １５．４％ １３．４％ １６．１％ １４．５％
【愛媛県】 社 会 人 学 生 （うち大学生） 全 体
初級シスアド
応募者 １，６８５ ６４５ ２５２ ２，３３０
受験者 １，２２５ ５１１ １９１ １，７３６
合格者 ４３０ １３５ ６３ ５６５
合格率 ３５．１％ ２６．４％ ３３．０％ ３２．５％
基本情報技術者
応募者 ７１０ ９９２ ２４９ １，７０２
受験者 ４７９ ８０６ １７９ １，２８５
合格者 ７８ ８７ ３２ １６５
合格率 １６．３％ １０．８％ １７．９％ １２．８％
【香川県】 社 会 人 学 生 （うち大学生） 全 体
初級シスアド
応募者 １，１４９ ３０９ １６１ １，４５８
受験者 ８０８ ２３８ １２０ １，０４６
合格者 ３１１ ７７ ５０ ３８８
合格率 ３８．５％ ３２．４％ ４１．７％ ３７．１％
基本情報技術者
応募者 ６６６ ４５４ ２３３ １，１２０
受験者 ４３８ ３６２ １８２ ８００
合格者 ６２ ５１ ２０ １１３





















【広島県】 社 会 人 学 生 （うち大学生） 全 体
初級シスアド
応募者 ３，８９８ １，５９０ ９５７ ５，４８８
受験者 ２，７０４ １，２３１ ７３８ ３，９３５
合格者 １，０８５ ３８２ ２３１ １，４６７
合格率 ４０．１％ ３１．０％ ３１．３％ ３７．３％
基本情報技術者
応募者 ２，２８０ ２，６５１ １，４０１ ４，９３１
受験者 １，４４９ ２，０３３ １，００６ ３，４８２
合格者 １９２ ２５６ １２９ ４４８
合格率 １３．３％ １２．６％ １２．８％ １２．９％
※情報処理技術者試験センターの公開資料をもとに作成
８０ 松山大学論集 第２２巻 第２号
第１回 第２回 第３回 合 計
初級シスアド ４ ３ ２３ ３０
基 本 情 報 ２ ０ ０ ２


















































科目受験状況 受験者 合格者 受験者 合格者 受験計 合格計 合格率
SQL ２８ １６ １４ ６ ４２ ２２ ５２．４％
Oracle入門 １ １ ２７ ６ ２８ ７ ２５．０％
合 計 ２９ １７ ４１ １２ ７０ ２９ ４１．４％
表６．オラクルマスター試験実施結果











































































一般レベル 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者
Word２０００ １９ ８ ２９ ８ １８ ９ ９ ４
Excel２０００ １２ １０ ２９ １５ ９ ４ １３ １０









一般レベル 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者
Word２０００ ４ ３ １５ １１ １９ １２ ５ ３
Excel２０００ ２ ２ １７ １７ １１ ９ ６ ６





一般レベル 受験者 合格者 受験者 合格者
Word２０００ １０ ４ ４ ４
Excel２０００ １０ ９ ３ ３





















上級レベル 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者
Word２０００ ３ １ ５ ２ ５ ２ ７ ４
Excel２０００ ０ ０ １６ １６ ７ ５ ３ ２






合 計 ８ ６
一般レベル 受験計 合格計 合格率
Word２０００ １３２ ６６ ５０．０％
Excel２０００ １１２ ８５ ７５．９％
合 計 ２４４ １５１ ６１．９％
上級レベル 受験計 合格計 合格率
Word２０００ ２４ １２ ５０．０％
Excel２０００ ３０ ２６ ８６．７％
合 計 ５４ ３８ ７０．４％
総 合 計 ２９８ １８９ ６３．４％


















































５．お わ り に
高度 IT人材の育成がさけばれる今日，慢性的なソフトウェア技術者の不足
は未だ解決がつかず，さらに少子高齢社会が現実となっている。こうした背景
８８ 松山大学論集 第２２巻 第２号
から高等教育機関での人材育成は急務であり，高校から大学への接続生を考慮
した情報科教育の実現が重要なキーとなる。その為の仕組みとして，産学連携
による効果を最大限に活用し，あるいは産学官連携を模索する方法について提
案を行った。また平成１４年当時の高大連携授業開始時における IT関連資格の
背景と取り組み例について述べることにより，IT関連資格が情報科免許に
とっても重要であった背景を指摘した。
２０世紀初頭には中国をはじめアジア各国からの留学生が日本を目指した。
特に中国からはその後各分野で指導的立場になる人材が日本での留学経験を
持っている。現在，留学生３０万人計画が推進されているがその伸びは急速で
はない。２０世紀初頭においては，日本への留学を通して西欧の情報を得ると
いう側面や政治的立場による一時的避難，あるいは戦時下においては日本の国
策の様相もあったが，日本語の学習を障害にせず多くの留学生がいたことは，
現在において「まずは英語圏となるから日本への留学は検討されない」という
多くの意見にたいして，異なる見方を示唆するものである。本論で述べた産学
あるいは産学官連携による情報科教育体制が全国的に展開された場合，多くの
アジア圏留学生にとって魅力的なシステムが日本に存在することになる。アジ
ア諸国でも高度の IT人材がいるものの，中等教育における優秀な人材が慢性
的な不足に陥っている。こうした背景から，本国での情報科教員を目指す学生
が，優れた環境を構築した日本の大学への留学を目指すことは不思議ではな
い。３０万人とはいかなくても数千人規模の留学生が期待できると考える。
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